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572億円（572億円） （参考）Ｂ型肝炎訴訟の給付金などの支給 

 ｢肝炎対策基本指針｣に基づき、肝硬変・肝がんへの移行者を減らすことを目標として、肝炎医療、肝炎ウイルス検査、普及啓発、研究などの「肝炎総合対策」を推進する。 

基本的な考え方 

   
  ○ウイルス性肝炎に係る医療の推進           

  ・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎のインターフェロン治療、インターフェロンフリー治療及び核酸アナログ製剤治療に係る患者の自己負担を軽減し、適切な医療の確保と受療の促進を図る。 
   

  ○肝がん・重度肝硬変の治療研究の促進及び肝がん・重度肝硬変患者への支援のための仕組みの構築    

    ・ 肝炎ウイルスによる肝がん・重度肝硬変の特徴を踏まえ、患者の医療費の負担軽減を図りつつ、肝がん・重度肝硬変治療にかかるガイドラインの作成など、肝がん・重度肝硬変の治療研究を促
進するための仕組みを構築する。  

１． 肝疾患治療の促進 ８3億円（７０億円） 

 

平成30年度予算案 168億円 （平成29年度予算額 153億円） 
 

 

  ○肝炎総合対策推進国民運動（知って、肝炎プロジェクト）による普及啓発の推進 

  ・都道府県等や民間企業と連携した多種多様な媒体を活用した効果的な情報発信を通じ、肝炎に関する知識や肝炎ウイルス検査の必要性などをわかりやすく伝える啓発事業を展開する。 

４． 国民に対する正しい知識の普及 ２億円（２億円） 

   
 ・「肝炎研究１０カ年戦略」を踏まえ、Ｂ型肝炎の画期的な新規治療薬の開発や肝硬変の病態解明と新規治療法の開発等を目指した実用化研究と、肝炎対策を総合的に推進するための基

盤となる行政的な課題を解決するための政策研究を推進する。 

 
  

５． 研究の推進 ３７億円（３７億円） 

平成３０年度 肝炎対策予算案の概要 

  
 
  ○地域における肝疾患診療連携体制の強化 
  ・都道府県等への助成により、都道府県と肝疾患診療連携拠点病院を中心とした関係機関の連携を強化するとともに、医療従事者や肝炎医療コーディネーター等の人材育成、肝炎患者 
   等への治療や生活の相談支援等を行い、肝疾患診療連携体制の強化を図る。 
   
  ○肝炎情報センターによる支援機能の戦略的強化 

  ・国立国際医療センター肝炎情報センターによる肝疾患診療連携拠点病院への支援機能を強化して、地域の肝疾患医療や患者等の支援の向上を図る。 
  ・肝疾患診療連携拠点病院の相談員等が、肝炎患者からの相談に対する補助ツールとして活用することができる相談支援システムの構築・運用等を行う。 

３． 地域における肝疾患診療連携体制の強化 
６億円（６億円） 

改 

   
   ・利便性に配慮した肝炎ウイルス検査体制を確保し、相談や職域の健康診断における啓発の実施などにより、肝炎ウイルス検査の受検を促進する。 

   また、市町村での健康増進事業において、肝炎ウイルス検査の個別勧奨を実施する。 

  ・肝炎ウイルス検査陽性者への受診勧奨を行うとともに、初回精密検査や定期検査費用に対する助成を行い、肝炎患者の早期治療を促進し、重症化の予防を図る。                               

２． 肝炎ウイルス検査と重症化予防の推進 ４０億円（3９億円） 

新 



実 施 主 体    都道府県 

対   象   者 
 Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝がん・重度肝硬変患者 

 （所得制限：年収約３７０万円未満を対象） 

対 象 医 療 
 肝がん・重度肝硬変の入院医療とし、過去1年間で高額療養費の限度額を超えた月が
4ヶ月以上の場合に、4ヶ月目以降に高額療養費の限度額を超えた月に係る医療費に対し、
公費負担を行う。 

自己負担限度月額    １万円 

財 源 負 担    国 １／２  地方 １／２ 

平成30年度予算案    １０億円  （※実施日は平成30年12月1日～（予定）） 

肝がん・重度肝硬変研究 
及び肝がん・重度肝硬変患者への支援のための仕組みの構築(新規) 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業                      １０億円（０億円 ） 

  
       

B型Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝がん・重度肝硬変患者の特徴を踏まえ、患者の医療費の負担の軽減を図りつ
つ、患者からの臨床データを収集し、肝がん・重度肝硬変の予後の改善や生活の質の向上、肝がんの再発の抑制
などを目指した、肝がん・重度肝硬変治療にかかるガイドラインの作成など、肝がん・重度肝硬変の治療研究を促
進するための仕組みを構築する。 

 



指定医療機関 
・指定方法： 
  ・医療機関から申請し、都道府県が指定  
       （入院医療の公費請求が可能） 
・役割：臨床データの提供（臨床調査個票等） 
    公費負担医療の請求ができる機関 

都道府県 

患者 

肝がん・重度肝
硬変の認定 

参加者証（仮称）交付 

・臨床調査個人票 
（診断書）の作成 
・入院記録票（仮称） 
 の交付・記録 

  研究班 

※患者は、臨床調査個人票（臨床
データ）等を提供し、研究の 
基礎資料として使用されることに
同意の上で申請する 

研究の 
基礎資料 
に利用 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業イメージ図（案） 

補助 

国 

国  １／２ 

○公費負担対象医療（案） 
 ・肝がん・重度肝硬変に対する 
  入院医療を対象 
 ・過去１年以内に高額療養費の限 
  度額を超える入院医療が４か月 
  以上の場合（多数回該当）の 
  ４か月目以降の入院医療費で高 
  額療養費に達するもの 

肝がん・重度肝硬
変の診断（判断） 認定協議会 

 
 
 

認定 

医療保険優先 
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（社会保険診療報酬支払基金） 
（国民健康保険団体連合会） 

審査支払事務 
委託契約 

指定医療機関の指定 

新規申請 

公費負担分 
の支払 

治療費 
支払 

 
治療費 
請求 

審査支払機関 

保険者 

請求 支払 

※H30.２.1９時点のイメージ案であり、今後変更となる可能性がある。 

指定医療機関の指定の申請 

国への臨床データの提供 

公費負担分 
の請求 



肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業フロー図（案） 

④4月目以降の入院（支援制度利用） 

患者 

指定医療機関 入院記録票（仮称）
の記載 
1万円のみ請求 

都道府県 

国 

入院時には参加者証
（仮称）を提示 

審査支払機関 

治療費請求 

治療費支払 
補助１／２ 

公費負担分 
の支払 

公費負担分 
の請求 

③4月目の入院まで（参加者証（仮称）交付） 

患者 
指定医療機関 

都道府県 

国 

臨床調査個人票 
の発行 

データ提供 

限度額適用 
認定証 申請 

新規申請 

保険者 

限度額適用 
認定証 発行 

参加者証(仮称） 
交付 

・ 肝がん・重度肝硬変の治療 
・ 入院記録票（仮称）の受け渡し 
（高額療養費に該当した場合は記載） 

入院 

記録票配布 

指定医療機関 

患者 

都道府県 

肝がん・重度肝硬変の入院 
高額療養費に該当した場合には、
入院記録票（仮称）に記載 

入院 

指定医療機関 患者 

②2月目以降の入院（入院記録票（仮称）の記載） ①初回入院（入院記録票（仮称）の受け取り） 

肝がん・重度肝
硬変の認定 

※H30.２.1９時点のイメージ案であり、今後変更となる可能性がある。 



○目的  
 肝がん研究の推進及び肝がん患者等への支援のための最適な仕組みの構築を目指して、①研究や支援の対象となる患 
 者や医療、②臨床データの収集内容及び方法、③研究や支援に協力する医療機関について研究を行う。 
 
○内容 
 ①研究や支援の対象となる患者や医療 
   肝癌治療ガイドラインで推奨されている治療法等の比較検証等を行い、研究や支援の対象となる患者や医療につ 
   いて医療機関や地方自治体が明確に判断できるような基準案を作成する。 
 ②臨床データの収集内容及び方法 
   患者から収集する臨床データの内容及び効率的に収集する方法について検討する。 
 ③研究や支援に協力する医療機関 
   治療や研究の質を保ちつつ、患者の利便性に配慮して、臨床データの提供や患者への支援に協力する医療機関の 
   要件案を作成する。 
 
○研究者 
  研究代表者  小池 和彦（東京大学大学院医学系研究科消化器内科学教授） 
  分担研究者  泉  並木（武蔵野赤十字病院院長） 
         考藤 達哉（国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センターセンター長） 
         工藤 正俊（近畿大学医学部消化器内科主任教授） 
         久保 正二（大阪市立大学大学院医学系研究科肝胆膵外科准教授） 
         宮田 裕章（慶應義塾大学医療政策・管理学教室教授） 
         建石 良介（東京大学医学部附属病院特任講師） 

「肝がん研究の推進及び肝がん患者等への支援のための最適な仕組みの構築を目指した研究」について 
（小池班 29年度） 


